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新しい学校生活における 

保健体育のカリキュラムと教材の開発 

―リモートの活用やソーシャルディスタンシングを確保した実践から― 

 

 

冨岡 宏健・岩田 昌太郎・小木曽 航平・阿部 直紀・柿手 祝彦・松本 茂 

 

Abstract: The school education system has been greatly restricted by the COVID-19 pandemic. We 

conducted a teaching program for teaching physical education skills in health and physical education 

based on the concepts of Distance Education (DE) and Remote Teaching (RT). In the case of applying 

DE concepts in a field hockey lesson, it was found that students were able to learn how to move without 

the ball. In the case of applying RT concepts, results were seen in the tasks that were worked on during 

the school holidays.  In the teaching program, the students started to work on the use of ICT by 

utilizing the findings of DE and RT. It is necessary to further examine the nature of the subject 

curriculum that reflects these results. 

 

１．はじめに  

2020 年 早 々 に ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

（COVID-19）感染症によるパンデミックと

いう未曽有の状況に人類は直面した。その影

響は，2021年に数回の感染症拡大の波を引き

起こし，いまだ収束していない。さらに，2022

年を迎えてもなお，新たな変異株の影響が懸

念され，感染症とともに生きていく世界が続

いていくことが予測される。  

そのような中，日本の学校教育の現場では

休校措置をはじめとする様々な感染症対策が

取られ，「学校の新しい生活様式」（文部科学

省，2021）として定着しつつある。とりわけ，

保健体育科のように学校のグラウンドや体育

館，そして武道場やプールで，どのように衛生

面へ配慮しつつ，児童・生徒の健康と体力を維

持する授業をどのように実践していくのかが

大きな課題となっている。しかも，感染症対策

の一つとして他者と距離を確保すること

（「ソーシャルディスタンシング」）を念頭に

置いた授業づくり（文部科学省，2020b）が求

められた。  

他方，変革のもう一つの契機となったこと

が，2020年の学習指導要領改訂による全面実

施が小学校から順次実施されたことも挙げら

れる。その改訂に伴い，体育の見方・考え方に

「する・みる・支える・知る」（文部科学省，

2018）といった多様な関わり方が示され，よ

り一層豊かなスポーツライフの形成が望まれ

る。とりわけ，授業で取り扱う内容について

は，「誰もが多様な形で関われることが可能な

スポーツとは何かという観点」（岡出，2020，

p.19）で，これまでの体育授業を見直すことの

必要性にも迫られているのである。つまり，こ

れまで保健体育科の学習において行われてき

た運動やスポーツについても新たな視点で捉

え直したり，児童・生徒の実態や社会背景，学

習内容に見合ったものを取り入れたりするこ

とで，性別や年齢，障害の有無といった関係性

にとらわれず，誰もが学習に取り組むことが

できるようになるのである。  

これらに加え，GIGA スクール構想の実現

に向けた環境整備による，児童・生徒への一人

一台端末の導入も大きな変化をもたらしたと
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言えよう（文部科学省，2020c）。「これまでの

我が国の教育実践と最先端のベストミックス

を図ることにより，教師・児童生徒の力を最大

限に引き出す」（文部科学省，2020c，p.3）こ

とを目的とされ，さらには COVID-19感染症

の影響も相まって，急速にタブレット端末の

導入が進んだ。これにより教育現場では，距離

を確保した教育の充実と登校しなくとも学べ

る環境の整備が進んでいる．しかし，この教育

効果を明らかにすることが喫緊の課題とも

なっている。  

このように大きな変化の中では悲観的に

なってしまいそうではあるが，この機会を，

「次の一歩」にシフトチェンジする，重要な機

会（松田，2020）と捉えることが肝要である。

例えば，朝倉（2020）は，体育教師がこれま

での授業スタイルや考え方を見直す必要性を

説いており，感染症対策や学習指導要領改訂，

そしてタブレット端末を活用した実践といっ

た，COVID-19感染症の影響を受ける以前の

学習スタイルとを今後の学習スタイルをシフ

トチェンジしていくのである。その結果，コロ

ナ禍を始めとする社会の変化の波に対して，

受動的に変化させるのではなく能動的にシフ

トチェンジした結果は，必ず子どもたちの育

ちへとつながっていくと考えられる。  

 

２．研究の目的・方法 

2.1 研究の目的 

そこで，本稿では，「遠隔教育（Distance 

Education；DE と略記）」と「遠隔指導（Remote 

Teaching；RT と略記）」注 1 といった視座から，

保健体育科としてどのようなシフトチェンジ

が可能かを検討したい。これらを保健体育科

において運用する際に必要となる考えを次の

2 点に整理した。  

第 1 に，  DE の第一歩として，保健体育科

の教科の特性上，感染症対策のために学校環

境の衛生面の整備に加えて，人的距離の確保

を考慮した保健体育授業の運用をしなければ

ならない。感染拡大を防ぐために物理的な距

離をとることは「ソーシャルディスタンシン

グ」（例えば，大西，2020；梅澤ら，2021）と

定義され，「人的接触距離の確保」（大西，2020）

や「感染防止のための物理的な距離の確保」

（梅澤ら，2021，p. 20）を意味する。このよ

うな授業を実施するには，国や都道府県など

の学校設置者が設けている指針やガイドライ

ンを参考にしつつ，学校の独自性を担保して

いかなければならない。とりわけ，「ソーシャ

ルディスタンシング体育（SD 体育）」の領域

（種目）はどうあるべきか，考えていかなけれ

ばならない。したがって，従来の保健体育科の

方針やカリキュラムを視座におき，新しいス

ポーツや種目にも着手していくことが求めら

れよう。  

第 2 に，新しい生活様式に準じた RT の充

実である。まず，RT を考える条件として，オ

ンラインをベースとしたものとそうでないも

のに分類する。本研究においては，オンライン

をベースとしたものを中心に RT による授業

ととらえ，学校の ICT 環境の状況に応じてそ

の方法を模索する必要があると考えている。   

以上の2点を視座に置きつつ，これからの保

健体育科のカリキュラムをどうあるべきかを

検討しなければならない。そこで，本稿では，

DE として実践した SD 体育の授業と RT とし

て実施したオンラインを活用した取組をもと

に，「学校の新しい生活様式」での保健体育科

の教材やカリキュラムの在り方について検証

することを目的とした。  

 

2.2 研究の方法 

研究の方法として，DE としての SD 体育に

ついては，生徒の授業後の感想をもとに KJ 法

（川喜田，1967）で分析をし，その効果を検

証する。RT としてのオンラインを活用した取

組については，具体的事例をもとにその成果

を検証する。そして，研究全体の成果を分析す

る手段として，各附属学校（翠，東雲，三原，

福山）が共通して取り組む教育実習を分析対

象とする。体育教師は体育教師教育者でもあ

る（岩田，2020）。教師の側面とともに，教師

教育者としての役割や研究者としての役割を

担っている附属学校教員は，この DE や RT の

実践における成果と課題を踏まえて，教育実

習にもその成果を反映させているとも考えら

れる。さらに，DE や RT の細かな実践につい

て，各附属学校で取り組む内容やその背景に

ある環境（社会背景や学校文化など）が異なる

ため，厳密に分析しづらい環境にある。そのた

め，附属学校の使命の一つでもある教育実習

を取り上げることで，取組の共通項を探るこ

ととした。その際には，SWOT 分析（朴，2017）
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を用いて，成果と課題を明らかにすることに

した。  

 

2.3 研究の実際 

まず，研究の準備として，オンライン・ミー

ティングを実施し，それぞれの附属学校での

取組を整理した「ガイドライン」を作成した。

その中で，保健体育科だからこそ注意しなけ

ればならない，更衣室の問題や熱中症への対

策などを共通理解として実践できるようにし

た（表1）。  

 

表１ 具体的取組としての対策 

 手洗い場所  更衣場所  

男子
奇数  

理科室  
更衣室Ａ（ロッ
カー指定）  

男子
偶数  

３階手洗い場・
４ 階 の 手 洗 い
場・美術室  

教室（自分の席） 

女子
奇数  

３階手洗い場・
４ 階 の 手 洗 い
場・美術室  

女 子 更 衣 室
（ ロ ッ カ ー 指
定）  

女子
偶数  

１階手洗い場  
体育館（場所指
定）  

 

さらに，カリキュラムを編成する上で，タブ

レット端末の導入に当たっては，これまでの

教育実践を明らかにすることや感染症の流行

状況を抜きに考えることは難しい。そのため，

これまでの教育実践を「Before コロナ」，感染

症対策を実施している期間を「With コロナ」，

終息後の実践を「After コロナ」注2と位置付け，

整理した。  

そして，With コロナの期間における実践と

して，DE と RT を行った。DE の授業実践に

ついては，中学校3年生（80名）を対象とした。

授業内容は，活動内容に感染症による制限の

多い球技ゴール型とし，取り上げたスポーツ

は，ホッケーを選択した。ホッケーは，学習指

導要領に記載されていないスポーツであるた

め，球技ゴール型でよく示されるサッカーや

ハンドボール等に接続することも考慮した

（グリフィンら，1996）。その接続をつなぐも

のとして，ボールを持たない時の動きの習得

に焦点化して実践を行い，生徒の感想を KJ 法

（川喜田，1967）で分類した。  

 

表２  DE としてのホッケー単元の概要  

1 時間目 2 時間目 
3・4 時間

目  
5・6 時間

目  
7 時間目 

8・9 時間
目  

10-12 時間目 

試しのゲー
ム  

ボールに
慣れる 
（1vs1） 

攻 撃 に 特
化 し て 動
く  
（2vs1） 
（3vs2） 

パスに特化
して練習す
る  
（ 2vs1 や
3vs2：ドリ
ブル禁止） 

守りを考
えた動き
をする 
（2vs2） 

チーム課題
に応じた練
習を行う 

学習したことを
生かした，ゲー
ム大会 

ミニゲーム  ミニゲーム  ミニゲーム  ミニゲーム  ミニゲーム  

感染症対策として実施をしたこと  

人的接触距
離の確保に
ついての注
意喚起 

少人数で
の活動に
すること
で，休憩
時間を確
保  

試合の中で行われていることを，場
面を切り取って少人数での練習に
置き換えることで，学習場面の確保
と運動量を上げすぎないように配
慮  

チーム別練
習時に密と
なる状況を
避けるよう
に配慮 

マスク着用時の
運動量が激しく
ならないように
配慮  
コート間を広く
取り，人的接触
距離を確保 

ミニゲーム時のコート間を広く取り，人的接触距離を確保 

ボールを持たない動きに関する学習の工夫 

ボールを持
た な い プ
レーヤーが
どう動いて
いるかとい
う点から課
題を発見さ
せた。 

ボール奪
取時にど
のような
方向から
向かえば
よいかを
考えさせ
た。  

練習時のゴールを２ゴール設定す
ることにより，どちらを攻めた
（守った）方がいいのか，という
点について考えさせ，ボールを持
たない時にも常に動くことができ
るようにした。 

試合に向けて，点を取ること
や勝敗ではなく，学習の成果
として，ボールを持たない時
にもチームの中で役割を発揮
できるかという点で生徒に成
果を判断させた。 
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RT 授業実践については，中学校2年生（60

名）を対象とした。授業内容は，体つくり運動

を取り上げ，2020年4月から5月末までの休校

期間中に実施をした，オンラインベースの学

習である。  

カリキュラム編成の効果として，教育実習

を基にした効果測定は，附属学校の4校（翠，

東雲，三原，福山）で教育実習を担当した保健

体育科の主任に対して Google form を活用し

たアンケート調査を行い，その結果を SWOT

分析（朴，2017）によって検証した。  

これらの分析に対して，被験者となる生徒

には，研究への参加は，成績等に影響すること

はないことを説明している。また，質的研究に

おける研究の妥当性と信頼性の担保の観点

（メリアム，2004）から，複数の調査者によ

る検証を行い，調査結果の現実的妥当性につ

いて協議を行った。なお，分析にあたっては，

授業者以外の大学教員と附属学校教員で担当

した。  

 

３．成果と課題 

（1）DE の授業分析による成果と課題 

まず，DE の授業実践についての分析であ

る。表2は，DE として実践したホッケーの単

元の概要を示している。  

この実践は，感染症対策を主軸に据えた単

元であるため，表2に示すような対策を講じて

実施をした。そして教材のもととなった運動

は，現在ネオホッケーとして名付けられてい

る，ユニバーサルスポーツとしてのホッケー

のルールを採用した（日本フロアボール連盟，

2012）。有山ら（2009）や鈴木（1996）などが

示すように，ネオホッケーとしての学習効果

も求められる。その一方で，学習指導要領の中

で，球技ゴール型として例示されるサッカー

やハンドボールとの接続性も考慮した。その

ため，本単元はボールを持たない時の動きを

中心に学習を進め，その内容を表2に示した。 

授業後の生徒の感想を KJ 法で分類した結

果，メインカテゴリーとしては，「授業を通じ

た技能の習得と向上について」「授業を通じた

思考や気付きについて」「チームや仲間への意

識と関わり方について」「自己の取り組み方の

変容と成長の実感について」という4つのカテ

ゴリーに分類できた。さらにその下位構造と

して，サブカテゴリーに示したような分類に

区別した（表3）。  

 

表3 KJ 法による分類による 

メインカテゴリーとサブカテゴリー 

メインカテゴリー  サブカテゴリー  

授業を通じた技能
の習得と向上につ
いて（52.2％）  

ホッケーの技能の向
上（37.1％）  

状況に応じて動く技
能の習得（11.7％）  

スペースを活用する
技能の習得（2.4％）  

仲間への声掛けに関
する質の向上
（1.0％）  

授業を通じた思考
や気付きについて
（28.3％）  

プレイや動きに関す
る思考（16.1％）  

ホッケー実践を通し
ての思考（12.2％）  

自己の取り組み方
の変容と成長の実
感 に つ い て
（10.2％）  

積極的な動きの実践
（4.8％）  

仲間への声掛けの実
践（2.4％）  

自己の成長の実感
（2.0％）  

安全なプレイの実践
（1.0％）  

チームや仲間への
意識と関わり方に
ついて（9.3％）  

チームワークの高ま
り（3.5％）  

チームに対する意識
の向上と変容
（3.4％）  

他者からの学びと他
者承認（2.4％）  

 

 分析の結果から，「プレイや動きに関する思

考」や「状況判断能力」など思考力・判断力が

向上したと推察される。岩田（2016）は，球

技学習の面白さを「『判断（意思決定）』行為に

積極的に参加できること」（p.3）であると指摘

している。ホッケー型球技においても，生徒は

学習意欲を高め，積極的に学習に取り組んだ

結果，状況判断能力に代表されるような技能

の育成につながったと考えられる。生徒は

ボールを持っていない時に「どう動くか」とい

うことについて，考えながら活動していた。こ

こで言う「判断（意思決定）」は，学習指導要

領上の「思考・判断・表現」とは一線を画し，

どちらかというと，技能に近いものである。す

なわち，生徒は，球技ゴール型の学習として，

技能を獲得することができ，その面白さを感

じ取っていることから，学習として成立する

と推察できる。  
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また，ソーシャルディスタンシングの確保

として，スティックを用いたスポーツを取り

入れた結果，身体的接触がなくなり，積極的に

運動にも取り組めるようになり，主体的に学

習に取り組む態度の向上にもつながったと考

えられる。さらに，サッカーに関連する知識に

言及する生徒の感想もあり，種目間の「越境」

（森，2019）や学習の「転移」（グリフィンら，

1999）と判断できる学習効果も見出すことが

できる。  

一方で，他の領域や種目とのつながりの可

能性を考えることができるが，そのことが行

動，つまりは動きとして表出しているかどう

かという点については検証が不十分であると

言える。今後，継続的に実践研究を蓄積する中

で，理解と動きのつながりといった視点から

も分析を行っていく必要がある。今後の課題

として，引き続き検証を行っていきたい。  

 

（2）RT の授業分析による成果と課題 

2020年3月初旬から5月末にかけて，新型コ

ロナウイルス感染拡大を防ぐために全国で学

校の臨時休校措置がとられた。それまでは週2

～3回，約1時間ずつの体育授業によって生徒

の運動機会は確保されていた。しかし，生徒と

教師，また生徒同士で直接関わることができ

ない中でその活動を保障することは極めて困

難なことであると考えられた。保健体育の学

習の根幹には「身体性」がある。つまり，身体

を動かすことによって学習できるのであっ

て，それを遂行するためには活動環境（活動場

所）が必要となる。また，仲間同士で関わるこ

とによってその学習がより促されるという側

面もある。それらの場所や機会が保障できな

い状況下で，保健体育科の学習を豊かなス

ポーツライフにどのように結びつけるか，現

場レベルでの工夫が求められた。この臨時休

校措置の間に，文部科学省からも臨時休業中

の学習保障について示された（文部科学省，

2020）。その通達には，学習指導に関して ICT

を最大限に活用して遠隔で行うことが効果的

であると示された。さらに，保健体育に関わる

ことについて，運動取組カードと屋外で行え

る運動の例，そして屋外でのいろいろな運動

の組合せの例について小学生と中高生に分け

て例示を示している。以上の内容についても

臨時休校中における保健体育学習の充実に向

けた指針として，現場の教師にも大いに参考

となったと思われる。そこで，この臨時休校中

における保健体育学習を遠隔指導（RT）の学

習プログラムの実践で試みたことについて事

例的に示していくこととする。  

 感染拡大を抑止するための臨時休校なの

で，運動を行う際には1人または少人数で三密

を避けて行うという前提を踏まえた学習プロ

グラムの設定が求められた。文部科学省

（2020）によると，なるべく屋外で毎日30分

から60分程度，例を参考にしていろいろな運

動を組み合わせて行うこととして例示をして

いる。したがって，今回は中学2年生を対象と

して，体つくり運動の単元として RT の実践

を行うこととした。中学校の体つくり運動領

域では，より具体的なねらいをもった運動を

行い，学校の教育活動全体や実生活で生かす

ことが求められるとされている（文部科学省，

2017）。したがって，これらの事柄を踏まえて

学習プログラムを設定することとした。  

 具体的には休校中に自分が行った運動の記

録をつけるという課題を設定した（図1）。主

に運動を行った日，運動の内容，運動強度，運

動時間をなるべく簡易的に記録できるように

した。さらに，実施した運動にはどのような効

果があったかについて記述できるような項目

も立てた。これらの内容の記録用紙を休校前

に生徒へ配付し，休校明けに提出するように

促した。一方で同じ内容の記録用紙を Google 

form を使用して作成し，Google classroom を

活用して生徒に配信することとして，こちら

の電子媒体での提出でもよいこととした。こ

のような取り組みによって，生徒はスマート

フォンやタブレットなどからも運動の記録が

図１ 休校中の運動記録課題（記入例）  
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できるようになり，運動意欲を高める一助と

なったと考えられる。  

 電子媒体で記録をさせることで，全員では

なく一部の生徒にはなるが実際に運動を実施

している状況を休講期間中でも把握すること

ができた。そして，そのデータをまとめて生徒

へフィードバックすることが可能であった。

そこで，休校期間の前半（2020年4月上旬～5

月上旬）に電子媒体で提出された記録を簡易

的にまとめ，運動時間や運動強度，運動内容に

ついて Google classroom を通して生徒へ

フィードバックを行った。中でも，運動内容に

ついての共有はさらなる生徒への運動意欲の

喚起につながるのではないかと考えられる。

特に，その他の項目に示されている内容は生

徒の運動実施に対しての工夫を見て取ること

ができた（図2）。そして，生徒の運動の捉え方

は様々であることがわかり，共有することの

意味が大きいことが感じられた。  

 休校期間後半（2020年5月上旬～下旬）では，

これまでの運動実施の課題と合わせて新たな

課題を設定した。課題の内容は，自分が実施し

た運動内容についてレポートを作成すること

である。こちらは Google classroom を通して

の配信のみで生徒に課題提示をして，提出も

任意とした。自分で運動内容の項目を選択し，

その項目についての具体的な説明をレポート

させた。さらに，実践してみて自らが感じた運

動強度のレベルと運動の効果を選択する項目

で示させた（図3）。運動内容の説明を文章に

よって示すことの難しさはあったと思われ

る。しかし，提出したせいとは詳細な内容を記

述していた。  

 休校明けの6月上旬に提出されたレポート

をもとに運動内容を教師側で精選してまと

め，体つくり運動の単元で実践を行った（図4，

5）。そして，単元のまとめとして自分の運動

課題とその課題に基づいた運動プログラム，

さらに運動の必要性について感じたことなど

をレポートにまとめさせた。特に，運動の必要

性についての記述では，「運動をしていたら血

行が良くなると感じた。」，「ストレス発散にや

はり一番効果がよく，体にも良い。」といった

記述が見られた。さらに，「久しぶりに運動を

すると運動能力が落ちていたから，定期的に

少しでも運動しないといけないと思った。」と

いう記述もあり，運動は心身両面に効  

図３ 休校中の運動内容レポート課題 

（記入例）  

図２ 運動内容「その他」まとめ  
図４ 運動内容レポート①（一部抜粋）  

図５ 運動内容レポート②（一部抜粋）  
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果があることと，それを継続して行うことに

意味があることについての認識が深まったこ

とが見てとれた。  

 以上のように，休校中の RT による実践か

ら，休校明けの対面による授業実践へとつな

げる体つくり運動の単元を行った。少なくと

も運動の効果や必要性についての認識が深ま

り，体つくり運動の目標にも掲げられている

“実生活で生かす”ためのきっかけは提供で

きたと考えられる。 

 

（3）教育実習から分析する各学校の取組 

 先述のような DE や RT に取り組む中で，

各附属学校においては，ガイドラインを適宜

修正するとともに，カリキュラム・マネジメン

トを実施しながら保健体育の実践に取り組ん

できた。そのような中で，附属学校の使命の一

つでもある教育実習の受け入れについても，

連携を図りながら取り組んできた。教育実習

は各学校の受け入れ規模が様々であり，また

教育環境も異なるため一律での指導とはいか

なかった。しかし，それぞれの取り組んできた

ことと，今後への課題について SWOT 分析で

検証した。  

 SWOT 分析とは，マーケティング戦略を内

的要因と外的要因に分けて分析する方法であ

り，その結果を表に「強み（Strong）」，「弱み

（Weakness）」，「機会（Opportunity）」「脅威

（Threat）」にマトリクス上に整理したもので

ある（朴，2017）。  

 「強み（Strong）」として挙げられるのが，

変化の大きかったこの2年間（2020～2021年）

 
表4 教育実習に関する SWOT 分析  

2年間の教育実習で，取り組んだ重点的な内容を
教えてください。  

「強み（Strong）」  

2年間の教育実習で，取り組めなかった教育実習
の個人的課題を教えてください。  

「弱み（Weakness）」  

これまでと大きくは変えなかった。本質は生徒へ
の熱量として考え，感染症対策もその想いのひと
つとして指導した。  

特にない。  

対面による授業実習の充実。  特になし。  

授業づくりに特化して教育実習を行った。理想の
授業を定義し，100点化した。実習生が実施した授
業を100点満点で数値化し，分析を行うことで，成
果と課題が明確になるようにした。  

学級経営指導，具体的場面における生徒指導，行
事指導，昼食指導，清掃指導など，教科教育指導
のみに偏ってしまった  

授業の際に生徒とのかかわりを重視した指導の
充実と生徒の成果の見取り  

コロナ禍を見越した所謂一般的な体育実技の指
導方法  

2年間の教育実習において，取組が進んだと考え
る外的要因について教えてください。  

「機会（Opportunity）」  

2年間の教育実習において，やりにくさを感じた
外的要因について教えてください。  

「脅威（Threat）」  

特にない。  外種目の体育でも，体育科でない教員からマスク
着用について指摘を受けることが多々あった。  

実習生とのビデオ会議システムやメールなどを
活用した実習指導。  

感染予防対策としてマスクをつけての実習。生徒
と実習生のかかわりにやりづらさを感じた。  

教育実習担当が扱うデータやメール等をすべて
整理し，丁寧な引継ぎが行える体制を整えた。本
校で実施される教育実習を整理し，要項を作成し
た。その要項を用いて，学校全体で実習の概要を
共有する日を設定した。実習生が一同に会する事
前説明会において，教育実習に必要な全資料と，
最終日までの全日程を伝達することとした。これ
により，実習期間中は，マネジメント面で混乱す
ることは無く，教職員には教科指導に力を注いで
いただける体制を整えた。  

控室での会話制限，清掃活動への参加制限，生徒
との会話制限，縦割り活動や行事への参加制限，
校内の感染症対策方針と大学側の要望との不一
致，大学側からの要望に対する校内教員の不満，
生徒との交流を制限されたことによる実習生の
不満  

ICT に関する環境整備により，活用した教育実践
が行えるようになり，実習生にもその取組を活用
させた。  

まだ暑さの残る時期でのマスクをつけての指導
と他教科との協調性  
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でも，「授業」に対する向き合い方が変わるこ

とがなく，一層授業づくりに励んでいたこと

である。その理由として，各附属間で連携し，

ガイドラインを策定した上で，保健体育科の

学びを止めないようにしたことで，「With コ

ロナ」における学び方が一定水準保たれたか

らである。これは教育実習においても同様で

あり，オンラインを活用した情報交換会を活

用し，その機会を確保した。また，ICT を活用

した内容については「機会（Opportunity）」

で多く取り上げられ，DE や RT についての経

験が生かされているものと推察できる。  

一 方 で ， マ イ ナ ス 要 素 で あ る 「 弱 み

（Weakness）」や「脅威（Threat）」では，マ

スク着用や生徒とのかかわりの減少など感染

症対策を行う中での負の側面が表出している

ものと考えられる。また他教科との関係性に

ついても言及されている部分もある。特に保

健体育科は，動きを伴う実技教科であるため，

マスクの着用については熱中症対策として外

すことも認められている（文部科学省，2020）

が，他教科にはそういった特別な措置がない

ためこのような差異が生まれるものだと考え

られる。  

（4）カリキュラム・デザインから考察する本

稿の成果と課題 

 最後に本稿の成果と課題について，カリ

キュラムを検討しながら論じたい。  

 本研究においては，ガイドライン策定の判

断基準として，並行して，附属学校においての

カリキュラムをデザインしていった。これま

での教育実践を「Before コロナ」，感染症対策

を実施している期間を「With コロナ」，終息

後の実践を「After コロナ」と位置付け，整理

した。これにより，本稿で紹介した実践以外に

も，各附属学校で取組が行われた。例えば，DE

としてのアルティメットを活用した球技ゴー

ル型の授業であったり，RT の知見を活かした

ICT を活用した保健授業を創出したりするな

ど，教材開発という視点からは大きな成果を

得ることができた。  

しかし，COVID-19の感染拡大の現状は，複

数の大きな波が繰り返され，終息ではなく，収

束への対応に追われることとなる。さらには

変異株の影響により，数か月前までの取組と

は違った対応を取らざるを得ないこともあ

り，ガイドライン策定時のカリキュラムでは

対応できないといった課題も表出した。  

 これらに対応する方法として，カリキュラ

ム・マネジメントを柔軟に実施することので

きるカリキュラムを掲げたい。カリキュラム

については，評価・改善をマネジメントとして

組み込んだ，PDCA サイクルが重要であると

されている（天笠，2017）。今回は，DE や RT

の実践を行いながら，修正版カリキュラムを

策定した（図6）。しかし，これもここで終わり

ではなく，例えば収束から終息へと向かった

際には，さらにカリキュラムの改善が求めら

図６ 社会の変化に柔軟に対応するために修正したカリキュラム  
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れよう。加えて，保健体育科の教科の特性も加

味したカリキュラムであることも肝要であ

る。  

これからの保健体育科が担う役割として

は，異なった他者同士が関り合いながら学ぶ

ことを通して，共生社会の実現のための手段

として保健体育科の内容が大いに利用される

ようになることが期待されている（例えば，鈴

木，2016；近藤，2020）。この動きは，2021年

の東京オリンピック・パラリンピックを契機

に，一層加速していくものであろう。誰もが運

動に関わることのできる授業とは，どのよう

なものなのかを吟味しながら，カリキュラム

をデザインし，マネジメントすることが必要

となるだろう。さらに，教員養成課程の一翼を

担っている附属学校の教員としては，教師教

育の在り方は，時代の変化を反映するもの（岩

田，2021）でもある。そのため，特に社会の

潮流の変化には鋭敏でなければならない。そ

のため，今後も編成するカリキュラムの成果

と課題を検証し続けることは，教師でもあり，

教師教育者でもある附属学校教員には求めら

れる資質でもあり，使命でもあるのではない

かと考え，今後もカリキュラム開発とその検

証に取り組みたい。  

 

注 1) こ こ で の 「 遠 隔 教 育 （ Distance 

Education；DE」とは，身体的距離を確

保した授業実践とし，「遠隔指導（Remote 

Teaching；RT）」は直接対面しない指導方

法と定義する。  

注2) この言葉の定義については，新型コロナ

ウイルス感染症が（少なくとも短期的に

は）撲滅困難であることを前提となって

いる。新たな戦略や生活様式のことを

「With コロナ」（新語時事用語辞典，

2020；庄子，2020）と称し，現代社会で

多く使われるようになってきた。教育に

おける With コロナの状態を，椎井（2020）

は「新型コロナウイルス感染症が収束し

ておらず，必要に応じて臨時休校等が行

われる段階」（p.88）と位置付けている。

また，世界では「COVID-19」という呼び

方が一般的であるが，日本では「コロナ」

という言葉が先行し，一般的となった（草

原ら，2020）。日本では，「コロナ」に接

頭語をつけて様々な状況を表している

が，研究着手時にまだ新型コロナウイル

ス感染症の影響が収束しているとは言え

ない状況であったため，椎井（2020）の

考えに基づき「With コロナ」という文言

を本文中では使用した。  
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